
     き き ょ う の 里 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 運 営 規 程  

 

（事 業の目的 ）  

第１ 条  社会 福祉法 人 茂木 福 寿 会 が開 設 す るき き ょ う の里 デ イサー ビ ス セン タ ー  

（以 下「事 業所」とい う。）が行 う 指 定 通所 介 護の事 業（以 下「事 業 」と   い

う。 ）の適正 な運 営 を確 保す る ため に 人 員 及 び管 理 運 営 に 関 す る 事項を 定

め、 事業所の 生活 相 談員 、看 護 職員 、 介 護 職 員及 び 機 能 訓 練 指 導 員（以 下

「生 活相談員 等」 と いう 。） が 、要 介 護 状 態 又は 要 支 援 状 態 に あ る高齢 者

に対 し、適正 な指 定 通所 介護 を 提供 す る こ と を目 的 と す る 。  

 

（運 営の方針 ）  

第２ 条  事業 所の生 活 相談 員 等 は 、利 用 者 の心 身 の 状 況等 を 踏まえ て 、 可能 な 限  

りそ の居宅に おい て 、そ の有す る 能 力 に 応じ 自立し た 日常 生 活 を営む こ と  

がで きるよう 、必 要 な日 常生活 上 の 世 話 及び 機能訓 練 を行 う こ とによ り 、  

利用 者の社会 的孤 立 感の 解消及 び 心 身 の 機能 の維持 並 びに 利 用 者の家 族 の  

身体 的及び精 神的 負 担の 軽減を 図 る も の とす る。  

 

（事 業所の名 称等 ）  

第３ 条  事業 を行 う 事業 所 の名 称及 び 所 在地 は 、 次 のと お り と する。  

 １  名称   き き ょう の 里デ イサ ー ビ スセ ン タ ー  

 ２  所在地  芳 賀 郡茂 木 町大 字飯 １ ６ ９４ 番 地  

 

（従 業者の職 種、 員 数及 び職務 の 内容 ）  

第４ 条  事業 所に 勤 務す る 従業 者の 職 種 は次 の と お りと す る 。  

（１ ）  管理者  

     管 理者 は 、事 業所 の 従業者 の 管理 及 び 業 務の管 理 を 一元的 に 行うも の

とす る。  

（２ ）  生活 相談 員            

（３ ）  看護 職員                 

（４ ）  介護 職員                    

（５ ）  機能 訓練 指 導 員                

 ２  職務内 容及 び 員数 は ，別 表の 通 り とす る 。  

 ３  １項に 定め る 者の ほ か必 要に 応 じ ，そ の 他 職 員を 置 く こ とがで き る。  

 

（営 業日及び 営業 時 間）  

第５ 条  事業 所の 営 業日 及 び営 業時 間 は 、次 の と お りと す る 。  

 １  営業日  月 曜 日か ら 土曜 日ま で と する 。  

 ２  営業時 間  午 前８ 時 ３０ 分か ら 午 後５ 時 ３ ０ 分ま で と す る。  

 ３  必要に 応じ 時 間延 長 も可 能と す る 。  



（指 定通所介 護の 利 用定 員）  

第６ 条  利用 定員 は 、１ ９ 名と する 。  

 

（指 定通所介 護の 内 容及 び利用 料 その 他 の 費 用 の額 ）  

第７ 条  指定 通所 介 護の 内 容は 次の と お りと し 、 指 定通 所 介 護 を提供 し た場合 の

利用 料 の額は 、厚 生 労働 大 臣が 定 める 基 準 に よ るも のと し 、 当 該 指 定通 所

介護 が 法定代 理受 領 サー ビ スで あ ると き は 、 介 護保 険負 担 割 合 証 の 定め る

割合 の 額とす る。  

  （１） 生 活 相談  

  （２） 機 能 訓練  

  （３） 入 浴 サー ビ ス  

  （４） 食 事 サー ビ ス  

  （５） 健 康 チェ ッ ク  

  （６ ） 介 護予防 ・日 常 生活支 援 総 合 事業  

 ２  次条の 通常 の 事業 の 実施 地域 （ 茂 木、 市 貝 町 、益 子 町 ） 以外の 地 域に居 住

する 利用者に 対し て 行う 送迎に 要 す る 費 用は 、次の 額 を徴 収 す る。  

  （１ ）実施地域 以 外 の 地域か ら 、片 道 お お む ね１ ０ キロ メ ート ル 未 満 ２０ ０ 円  

  （２ ）実施地域 以 外 の 地域か ら 、片 道 お お む ね１ ０ キロ メ ート ル 以 上 ３０ ０ 円  

 ３  昼食代 は、 ７ ００ 円  お や つ代 は 、 １ ０ ０円 と する 。  

 ４  おむつ 代は 、 １枚 当 たり １５ ０ 円 とす る 。  

  （ただし 、標 準 的な 使用以 外 のも の を 提 供 した 場 合は 、 別 に定 め る 額を 徴 収

する 。）  

 ５  その他 、指 定 通所 介 護の 提供 さ れ る便 宜 の う ち、 日 常 生 活にお い ても通 常

必要 となるも のに 係 る費 用であ り 、 そ の 利用 者に負 担 させ る こ とが適 当 と認

めら れる費用 は、 そ の実 費を徴 収 す る 。  

 ６  ご利用 当日 に キャ ン セル され る 場 合、キ ャ ン セ ル 料と し て 1日の 利 用 料金 の

１０ ％をいた だく こ とが ある。  

 ７  第２項 から 第 ６項 の 費用 の支 払 を 受け る 場 合 には 、 利 用 者又は そ の家族 に

対し て事前に 文書 で 説明 をした 上 で 、 支 払に 同意す る 旨の 文 書 に署名 （ 記名

押印 ）を受け るこ と とす る。  

 

（通 常の事業 の実 施 地域 ）  

第８ 条  通常 の実 施 地域 は 、茂 木町 、 市 貝町 、 益 子 町の 区 域 と する。  

 

（サ ービス利 用に 当 たっ ての留 意 事項 ）  

第９ 条  サー ビス 利 用に 当 たっ ては 、 次 のこ と に 留 意す る 。  

（１ ）利用者 は、 管 理 者 や生活 相談員 他 の 職 員など の指 導 に よ る サ ービ ス を  

励行 する。  

  （２）秩 序、風 紀 を 乱して は ならな い 。  



  （３ ）指定 した場 所 以外 で火 気 を使 用 し ない 。  

  （４ ）けん か、口 論 、泥 酔等 他 人に 迷 惑 をか け な い 。  

  （５ ）ハラスメ ン ト 予 防の為 の 取 り 組 み 、発 生 し た場 合 の 対応 や 対 策 をし っ か  

り講 じる。従 業 者が 利 用者・利用 者 家族 等か ら ハ ラス メ ン ト を受 け 、相 当  

と受 け、相当 と 認め ら れる場 合 や 、利用 者・利用 者の 家 族等 が 施 設の 指 示  

    に 従わ な い場 合 は、 サー ビ スの 提 供 を制 限 す る 事が 出 来 る 。  

  （６ ）ハラ スメン ト の予 防・ 対 策に 関 す る事 象 の 研 修を 定 期 的 に実 施 す る。   

 

（緊 急時等に おけ る 対応 方法）  

第１ ０条  生 活相 談 員等 は 、指 定通 所 介 護を 提 供 中 に、 利 用 者 の病状 に 急変、 そ  

の他 緊急事態 が生 じ たと き は、速 や かに 主治 医に連 絡 する 等 の 措 置を 講 ず ると  

とも に、管理 者に 報 告し な けれ ば な ら な い。  

 

（非 常災害対 策）  

第１ １条  事 業所 は 、「 消 防防 災計 画 」 及び 「 事 業 継続 計 画 （ BCP） 」に 基 づき  

対応 を行う。 又 、 利 用 者 の 安 全 を 確 保 す る 為 の 必 要 か つ 適 切 な 措 置 を 講 じ る 。 

 ２  平 常時の 訓練と し て、防 火 管 理者 を 配 置 し て 事 業者が定 め る 消防 防 災計画 に  

基づ き、昼 間 及び 夜 間 を想 定し た 防 災・避 難・救 出 訓 練等を 利 用者 も 参 加し 毎

年度 定期的に 実施 す る。 利用者 も 参加 し 毎 年 度 定期 的に 実 施 す る 。  

 

（感 染防止）  

第１ ２条  施 設内 に 於い て 、感 染が 発 生 した 場 合 に は感 染 症 マ ニュア ル に沿っ て  

  蔓延 しない 様、利 用 者の 安全 を 確保 す る 為の 適 切 な 措置 を 講 じ る。  

   又 、従業 者 の知 識 及び技 術の向 上 の 為 、感 染 防 止委員 会 を設 置 し 研 修や 訓 練  

  訓練 を定期 的に行 う 。  

 

（虐 待防止）  

第１ ３条  利 用者 に 対す る 虐待 防止 の 為 に、 以 下 の 取り 組 み を 講じる 。  

（１ ）  研修 等を通じ て、 従 業者 の人権 意 識 の 向 上、 知識 や 技術の 向 上 に努 め  

  る。  

  （２ ）個別 支援計 画 を作 成し 、 適切 な 支 援の 実 施 に 努め る 。  

  （３ ）従業 者が支 援 にあ たっ て の悩 み や 苦労 を 相 談 でき る 体 制 を整 え る 他、  

    従 業者 が 利用 者 等の 権利 擁 護に 取 り 組め る 環 境 の整 備 に 努 める 。  

 

（身 体拘束）  

第１ ４条  サ ービ ス 提供 に あた り、 原 則 とし て 身 体 拘束 は 行 わ ないが 、 利用者 ・  

  利用 者家族 に同意 を 得た 上で 、以 下 に 示 す様 な 条件 が 満 た さ れ た場 合 、必 要 最

低限 の範囲で 身体 拘 束 を 行う事 が出来 る 。  

（１ ）切迫 性  



直ち に身体拘 束 を 行 わな け れ ば 、利 用 者 本人 又 は他 者 の 生 命 、 身 体に  

危険 が及ぶ事 が考 え られ る場合 に 限 る 。  

（２ ）非代 替 性  

身体 拘束以外 に 、 利 用者 又 は 他 者の 生 命 、身 体 に対 し 危 険 が 及 ぶ こと

を防 止できな い場 合 に限 る。  

（３ ）一時性  

身体 拘束を行 う 必 要 がな く な っ た場 合 に は直 ち に身 体 拘 束 を 解 く 。  

身体 拘束を行 う 場 合 は、 行 っ た 日時 、 理 由及 び 様態 等 に つ い て の 記録

を行 う。  

 

（カ スタマー ハラ ス メン トへの 対 応）  

第１ ５条  事 業所 は 、利 用 者又 はそ の 家 族か ら の 言 動の う ち 、 社会通 念 上相当 な  

  範囲 を超え る要求 又 は言 動に よ り 、従業 者 の 就 業 環境を 害 す る お そ れ のあ る 行  

  為（以 下「カス タ マ ー ハラス メント 」という 。に つ い て、従業 者 の 安 全及 び 尊

厳を 確保し、適切 な 介護 サ ービ ス を 継 続 的に 提 供す る ため 、組織と し て必 要 な

対応 を行うも のと す る 。  

 ２  前 項に定 めるカ ス タマ ーハ ラ スメ ン ト には 、次 に掲げ る 行 為 を含 む ものと す  

  る。 ただし 、これ ら に限 られ る もの で は ない 。  

  （１ ）そも そも介 護 サー ビス と は全 く 関 係の な い 要 求。  

  （２ ）契約 してい る 内容 やサ ー ビス を 著 しく 超 え る 要求 。  

  （３ ）不当 な損害 賠 償請 求  

  （４）身体 的 な攻 撃（ 暴行 、物 を 投げ る 、唾 を 吐く、障 害 、刃 物を 向 ける な ど） 

  （５ ）精神 的な攻 撃 （脅 迫、 誹 謗中 傷 、 名誉 棄 損 、 侮辱 、 暴 言 、土 下 座 の強  

    要 等 ）  

  （６ ）威圧 的な言 動 （声 を荒 げ る、 怒 鳴 り散 ら す 、 睨む な ど ）  

  （７ ）継続 的、執 拗 な言 動（ 長 時間 、 必 要以 上 に 厳 しい 叱 責 を 繰り 返 す など ） 

  （ ８）差 別的な 言 動（ 人種、宗 教、嗜 好 、容姿 等 に 侮 辱的な 言 動を 繰 り 返す 等） 

  （９）職員 への性 的 な言動（ つ きまと い 行為 、わ いせつ な 言 動 、身 体 をさ わ る 、  

    手 を 握る な ど）  

 （ 10）職員への 攻撃 やいや が らせ 行 為（ 個 人 情 報 執拗に聞 く 、個 人の顔 や 名 前  

   など を ＳＮ Ｓ 等に 投 稿す る な ど ）  

 ３  事 業所は 、従業 者 が安心 して相 談 で き る相談 体制を 整 備 し、職員 研 修や対 応  

マニ ュアルを 整備 し て 、必 要に 応 じ て 法 人本 部 、関係機 関 等 と連携 し なが ら 対

応す るものと する 。  

 ４  事 業所は 、カス タマ ーハ ラス メ ン ト が 発 生 し た場 合 、複 数 名 によ る 対 応 、事  

  実関 係の記 録、管 理 者への 報告等 を 行 い 、状 況 に 応じて 適 切な 対 応 を 講ず る も  

  のと する。  

 ５  カ スタマ ーハラ ス メン トが 継 続し 、又 は 著 し く 悪質で あ る と 認 め ら れる 場 合  

  には 、サー ビ ス提 供 方法の 見直し そ の 他 必要な 措置に つ い て、利用 者 又はそ の  



  家族 等と協 議を行 う こと があ る 。  

 

（そ の他運営 に関 す る重 要事項 ）  

第１ ６条  事 業所 は 、従 業 者の 資質 の 向 上を 図 る た めの 研 修 の 機会を 次 のとお り

設 け るも のと し 、 ま た、 業 務 体 制を 整 備 する 。  

  （１ ）  採 用 時研 修  採 用 後３ か月 以 内  

  （２ ）  継 続 研修   年 ６ 回  

 ２   事 業 者は 、 利用 者 の使 用す る 施 設、 食 器 そ の他 の 設 備 又は飲 用 に供す る  

   水につ いて 、 衛生 的 な管 理に 努 め 、又 は 、 衛 生上 必 要 な 措置を 講 じる。  

 ３   事 業 所及 び 従業 者 は、 感染 症 が 発生 し 、 又 は蔓 延 し な いよう 必 要な  

   措置を 講じ る 。  

 ４   従 業 者は 業 務上 知 り得 た利 用 者 又は そ の 家 族の 秘 密 を 保持す る 。  

 ５   従 業 者で あ った 者 に、 業務 上 知 り得 た 利 用 者又 は そ の 家族の 秘 密を保 持

させ る ため、 従業 者 でな く なっ た 後に お い て も これ らの 秘 密 を 保 持 する べ

き旨 を 、従業 者と の 雇用 契 約の 内 容と す る 。  

 ６   こ の 規程 に 定め る 事項 の外 、 運 営に 関 す る 重要 事 項 は 社会福 祉 法人茂 木

福寿 会 と事業 所の 管 理者 と の協 議 に基 づ い て 定 める もの と す る 。  

 

  附  則  

  この規程 は、 平 成１ ２年４ 月 １日 か ら 施 行 する 。  

  第７条３ 項に つ いて は、平 成 １３ 年 １ 月 １ 日よ り 施行 す る 。  

  第５条２ 項に つ いて は、平 成 １５ 年 ４ 月 １ 日よ り 施行 す る 。  

  第７条１ 項に つ いて は、平 成 １６ 年 ４ 月 １ 日よ り 施行 す る 。  

  第６条に つい て は、 平成１ ７ 年４ 月 １ 日 よ り施 行 する 。  

  第７条２ 項（ １）（２ ）に つ い て は 、平 成 １ ７ 年 ４月１ 日 よ り 一 部 訂 正す る 。  

  第７条３ 項に つ いて は、平 成 １７ 年 １ ０ 月 １日 よ り施 行 す る。  

  第７条１ 項（ ６ ）に ついて は 、平 成 １ ８ 年 ４月 １ 日よ り 施 行す る 。  

  第４条３ 項、 第 ６条 につい て は、 平 成 ２ ４ 年７ 月 １日 よ り 施行 す る 。  

  第４条３ 項、 第 ５条 ２項に つ いて は 、 平 成 ２７ 年 ４月 １ 日 より 施 行 する 。  

  第７条１ 項に つ いて は平成 ３ ０年 ８ 月 １ 日 より 施 行す る 。  

  第４条及 び第 ７ 条１ 項につ い ては 、 令 和 ２ 年２ 月 １０ 日 よ り施 行 す る。  

  第７条３ 項に つ いて は、令 和 ８年 ８ 月 １ 日 より 施 行す る 。  

  第６条１ 項に つ いて は、令 和 ８年 ９ 月 １ 日 より 施 行す る 。  

  第１５条 につ い ては 、令和 ８ 年１ ０ 月 １ 日 より 施 行す る 。  


